
地域づくり型生涯学習講座コーディネート事業

参加者の感想

日 時 令和８年８月２１日（金） １３：３０～１５：３０
場 所 本巣市役所 大会議室
対 象 子どもの学びサポーター、公民館職員、園小中義教員 等 ５４名
内 容 ・グループ交流を通して、自主性と主体性の違いについて理解を深め

育てたい子どもの姿を再確認した。
・ワークショップを通して、既存の組織や活動を組み合わせ、今ある
ものを生かした取組を進めることの大切さを学んだ。

地域の大人が、子どもの未来を育てる

コーディネーター大八まちづくり協議会事務局長 山本 真紀 氏

主催者の感想（コーディネート事業を利用して）

・自主性と主体性の違いを子どもを支える多くの大人と共有したことで、子どもた
ちの主体性を育てる方針が確かめられた。
・ないもの探しよりあるもの活かしという考え方がとても大切だと感じました。
「～ができない」という考え方で接するのではなく、子どもから大人が様々なこ
とが学べるということをしっかりと認識していきたい。

・子どもを真ん中に据え、子ども自身が地域の一員として地域と関わり、地域を支え
る人へ成長していくことができるような環境づくりを目指したい。
・子ども自身が地域の課題について考え、話し合い、判断して行動する機会を増やす
ことで、地域を支える意識を育てていきたい。

本巣市教育委員会社会教育課

「子どもの学びサポーターのつどい」を開催
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